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1.調査の概要

 目的
⚫ 前学期の授業実施から定期試験及び成績評価に至
る一連の活動を通じ、授業運営の状況を把握し、
今後の遠隔授業等を実施する上での授業設計、環
境整備、サポート体制及びFD活動の見直し並びに
アフターコロナ下での遠隔授業等の在り方の検討
に役立てることを目的として調査を実施しました。

 調査の対象者
⚫ 2020年前学期の授業担当教員（非常勤講師を含
む。）

 調査の方法
⚫ Moodle（本学の学習管理システム）のアンケート
機能によるWeb調査

 調査実施期間
⚫ 2020年11月9日（月）～12月28日（月）

 回答状況
⚫ 回答数は338件で、学問系統別及び職階別の回答数
については右表のとおり。
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●　学問系統別

回答数 338件

文学系

教育学系

法学系

理学系

医学系

保健学系

薬学系

工学系

その他

9.8%

15.4%

6.8%

14.8%

9.8%

6.2%

6.8%

20.1%

10.4%

※その他：学問系統＝学内共同教育研究施設など

※その他：職階＝特任教員、非常勤講師など

●　職階別

回答数 338件

教授

准教授

講師

助教

その他

42.0%

39.1%

3.3%

9.2%

6.5%



2.遠隔授業準備に利用した支援
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Q3.前学期に実施した遠隔授業を準備する際に、どのような e ラーニングサポートを利用しましたか。

【複数選択可】

⚫ 遠隔授業の準備として、学内開催
の講習会・相談会・ヘルプデスク
の利用経験者は8割を超えていま
した。

度数

1
学内で開催されたMoodleやZoom等に

関する講習会・相談会・ヘルプデスク
286

2
学外で開催されたLMSやオンライン会

議システム等に関する講習会・相談会
76

3
FacebookなどのSNS、Webサイト
などに掲載されていた情報

116

4 特に利用していない 37

5 その他 6

85%

22%

34%

11%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



3.教育・研究・校務時間の変化
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Q4.前学期の授業期間中と昨年度 （コロナ禍以前）を比較した場合、次の活動に費やす時間に変化は

ありましたか。

1 授業準備に要する時間 

2 授業時間 

3

4 自身の研究 

5
会議や打ち合わせ等の管理
業務に要する時間 

課題・レポートの採点・添削に
要する時間 

86%

11%

58%

5%

33%

8%

64%

31%

27%

41%

17%

60%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

以前より 変化なし 以前より わからない 昨年まで

増えた 減った 授業を担当

していなかった

⚫ 8割以上の教員は授業準備時間が
コロナ禍以前よりも増加してい
ました。

⚫ さらに、6割近い教員は課題・
レポートの採点・添削に要する
時間がコロナ禍以前よりも増加
していました。



概ね毎回 2-3回に1度 学期中に 課題を出さ

程度 1-2回程度 なかった

1 授業時間内に行う課題 

2 授業時間外に行う課題（宿題） 

41%

46%

18%

22%

11%

19%

31%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

以前より 変化なし 以前より 課題を出さ 昨年まで

増えた 減った なかった 授業を担当

していなかった

4.授業課題について
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Q5.前学期に実施した遠隔授業では、１コマあたりの授業で課題の提出をどのくらいの頻度で求めました

か。授業によって課題の頻度が異なる場合は、ご自身が担当された授業全体で見たときの傾向で

ご回答ください。

Q6.前学期に実施した遠隔授業では、昨年度（コロナ禍以前）と比較して、１コマあたりの授業で課題

を課す頻度に変化はありましたか。授業によって課題の頻度が異なる場合は、ご自身が担当された

授業全体で見たときの傾向でご回答ください。

⚫ 半数近い教員は「概ね毎回」授業時間外に行う課題（宿題）を課していました。
⚫ 約4割の教員は授業時間外に行う課題の頻度をコロナ禍以前よりも増加させていました 。

1 授業時間内に行う課題 

2 授業時間外に行う課題（宿題） 

22%

37%

53%

49%

9%

4%

11%

5%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※課題には理解度確認クイズを含みます。



5.期末試験・成績評価の方法
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Q10.前学期の期末試験および成績評価はどのような方法で行いましたか。【複数回答】

⚫ 2020年度前学期に、対面授業と
同様の形式（教室での集合形
式）で試験を実施した経験が
あると回答した教員は1/4ほど
でした。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を徹底したうえで、集合形式で試験を実施しました。

度数

1
期末試験を対面授業と同様の形式（教室
での集合形式※）で実施した

80

2
期末試験をオンライン（同時双方向型）で
実施した

61

3
期末試験をオンライン（オンデマンド型）で
実施した

54

4
期末試験は行わず、レポートや課題提出
に基づいて成績をつけた

212

5
期末試験は行わず、授業への参加状況や授

業後の振り返りに基づいて成績をつけた
42

6 その他 11

24%

18%

16%

63%

12%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



1 以前より増えた

2 変化なし

3 以前より減った

4 一概には言えない

5 期末試験を実施しなかった

6 昨年度まで授業を担当していなかった

33%

44%

1%

4%

14%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 以前より増えた

2 変化なし

3 以前より減った

4 一概には言えない

5 昨年度まで授業を担当していなかった

43%

45%

3%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6. 期末試験準備・成績評価に費やす時間の変化
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Q11.前学期と昨年度（コロナ禍以前）を比較して、期末試験の準備や成績評価に費やす時間に変化

はありましたか。

(1)期末試験の準備に費やす時間

(2)成績評価に費やす時間

⚫ 試験準備にかける時間
はコロナ禍以前と比べ
て3割以上の教員で増
加し、成績評価にかけ
る時間は4割以上の教
員で増加していました。



1
授業や課題に対して意欲的に
取り組んでいた学生 

2
レポートや課題、試験など学修成果
の質が高かった学生

5%

11%

25%

33%

21%

24%

41%

28%

9%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.遠隔授業における学修成果
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Q13.前学期に遠隔授業を実施した結果、授業や課題に対して意欲的に取り組んでいた学生や

レポートや課題、試験など学修成果の質が高かった学生はどのくらいいましたか。

Q14.昨年度（コロナ禍以前）と比較して、学生の授業や課題に対する取組・姿勢や学修成果に

変化はありましたか。

⚫ 2割以上の教員は、学生が遠隔授業においても多くの授業や課題に意欲的に
取り組み、コロナ禍以前よりも学修成果の質が向上していると評価していま
した。

1割以下 2-3割程度 半数程度 7-8割程度 9-10割程度

あった あった

以前よりも 変化なし 以前よりも 一概には わからない

良くなった 悪くなった 言えない

1
授業や課題に対して意欲的に
取り組んでいた学生 

2
レポートや課題、試験など学修成果
の質が高かった学生

27%

23%

27%

31%

8%

8%

25%

28%

13%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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